




三 建 だ よ り 令和８年３月１日　（日曜日）（ 3）　　　　第 691 号
　

令
和
４
年
９
月
号
の
三
建

だ
よ
り
に
、
全
国
建
設
業
協

会
は
「
国
土
形
成
」・「
地
域

危
機
管
理
」・「
地
域
基
幹
」・

「
人
材
育
成
」
が
建
設
産
業

の
役
割
だ
と
し
て
い
る
と
、

紹
介
し
ま
し
た
。

　

地
場
建
設
業
者
を
会
員
と

す
る
三
島
建
設
業
協
会
は
、

そ
の
役
割
を
具
現
化
す
る
活

動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
自
然
災
害
に
対
す
る
対

応
の
多
様
化
、
会
員
数
の
大

幅
な
減
少
、
働
き
方
改
革
と

生
産
性
向
上
等
々
様
々
な
観

点
か
ら
見
直
し
を
迫
ら
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
対
応

の
一
環
を
紹
介
さ
せ
て
戴
き

ま
す
。

■
組
織
力
強
化
、
影
響
力
拡

大
　

令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
箱
根
西
麓
・
函
南
地
区
が

集
中
的
に
被
災
）
へ
の
対
応

に
関
連
し
て
、
三
島
建
設
業

協
会
の
組
織
率
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
組
織
力

の
強
化
・
新
規
会
員
確
保
と

次
世
代
会
員
の
連
携
強
化
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

・
み
ら
い
創
造
特
別
委
員
会

設
置
、
新
規
会
員
の
加
入
促

進
（
令
和
２
年
10
月
２
日
、

理
事
会
）

　

会
員
企
業
の
若
き
後
継
者

等
が
、
交
流
・
懇
談
を
通
じ

て
、
業
界
や
地
域
の
未
来
を

切
り
開
く
施
策
を
検
討
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
み
ら
い
創
造
特
別
委
員

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
会
の
阻
害
要
因

と
さ
れ
る
入
会
金
を
減
額
し

ま
し
た
が
、
実
績
は
５
社
増

に
留
ま
り
ま
し
た
。

・
災
害
対
応
力
の
強
化
（
令

和
３
年
10
月
４
日
、理
事
会
）

　

会
員
企
業
52
社
に
対
し
て

非
会
員
企
業
89
社
と
い
う
現

況
を
踏
ま
え
て
、
管
内
５
市

１
町
の
建
設
業
団
体
の
災
害

対
応
力
向
上
支
援
す
る
こ
と

と
、
土
木
・
災
害
対
策
委
員

を
軸
に
展
開
し
て
き
た
三
建

メ
ー
ル
網
を
全
会
員
に
拡
充

す
る
こ
と
で
災
害
対
応
力
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

・
災
害
応
急
対
応
の
協
力
に

関
す
る
覚
書
（
令
和
６
年
５

月
22
日
）

　

令
和
５
年
３
月
、
函
南
町

に
会
員
が
不
在
と
な
っ
た
こ

と
（
函
南
町
が
災
害
対
応
空

白
地
域
化
）
を
受
け
て
、
沼

津
土
木
事
務
所
と
三
島
建
設

業
協
会
及
び
田
方
地
区
建
設

業
協
同
組
合
間
で
、「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

か
ね
て
よ
り
実
施
し
て
き

た
管
内
市
町
ご
と
の
建
設
業

団
体
と
の
連
携
を
、
よ
り
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
三

建
と
「
三
島
市
建
設
事
業
協

同
組
合
、
伊
豆
の
国
市
建
設

業
協
会
、
伊
豆
市
建
設
業
組

合
、
伊
東
建
設
業
組
合
、
協

同
組
合
熱
海
建
設
業
協
会
」

間
で
、
災
害
応
急
対
応
に
関

す
る
情
報
の
共
有
と
訓
練
等

へ
の
積
極
参
加
と
併
せ
て
、

「
Ｃ
―
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
使
用
に
合
意
し
ま

し
た
。

・
三
建
メ
ー
ル
網
に
管
内
の

建
設
業
団
体
を
登
録
（
令
和

７
年
10
月
６
日
、
理
事
会
）

　

三
建
メ
ー
ル
網
に
管
内
の

建
設
業
団
体
の
災
害
専
用
ア

ド
レ
ス
の
登
録
を
可
能
に
し

た
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
に

は
三
建
宛
の
緊
急
メ
ー
ル

を
、
５
市
１
町
の
建
設
業
者

と
そ
の
代
表
者
と
実

務
者
が
受
信
可
能
と

な
り
、
災
害
時
の
情

報
力
が
飛
躍
的
に
向

上
し
ま
す
。
現
在
は

伊
豆
の
国
市
建
設
業

協
会
の
み
登
録
済
。

・
伊
豆
の
防
災
に
関

す
る
情
報
交
換
会
開

催
（
令
和
７
年
10
月

27
日
）
伊
豆
市
建
設

業
組
合
と
連
携

　

災
害
応
急
対
策
に
関
す
る

覚
書
に
則
り
、
三
建
が
持
つ

災
害
対
応
に
関
す
る
情
報

を
、
伊
豆
市
建
設
業
組
合
関

係
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
伊

豆
地
域
の
災
害
対
応
力
の
向

上
を
図
っ
た
。

　

伊
豆
市
・
沼
津
土
木
事
務

所
修
善
寺
支
所
管
内
は
、
内

陸
か
ら
沿
岸
部
へ
向
か
う
緊

急
輸
送
路
（
峠
道
）
を
複
数

抱
え
な
が
ら
、
協
定
業
者
（

三
建
会
員
）
の
対
応
力
は

質
・
量
共
に
減
少
傾
向
に
あ

る
な
か
で
、
伊
豆
市
建
設
業

組
合
所
属
の
非
会
員
と
の
連

携
に
よ
り
対
応
力
の
向
上
を

目
指
す
取
組
で
す
。

　

沼
津
河
川
国
道
事
務
所
、

県
東
部
地
域
局
、
沼
津
土
木

事
務
所
修
善
寺
支
所
、
伊
豆

市
（
副
市
長
以
下
当
局
職
員

と
市
議
会
議
員
有
志
）
を
招

い
て
、「
伊
豆
市
土
肥
地
区

の
地
域
啓
開
」
と
「
三
島
建

設
業
協
会
の
災
害
対
応
」
に

関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
災

害
対
応
の
現
実
と
建
設
企
業

の
存
続
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
認
識
を
共
有
し
た
。

■
内
部
体
制
変
革
、
委
員
会

再
編

　

令
和
７
年
３
月
の
臨
時
総

会
に
お
い
て
、
総
務
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
「
委
員
会

編
成
に
係
る
提
案
」
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
委

員
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
令

和
８
年
度
に
向
け
た
委
員
会

編
成
が
議
論
さ
れ
、
概
ね
の

合
意
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の

協
議
の
経
過
を
踏
ま
え
て
、

建
設
産
業
の
役
割
と
さ
れ
る

４
項
目
の
具
現
化
と
委
員
会

の
分
掌
を
取
り
纏
め
ま
し

た
。

・「
国
土
形
成
」
即
ち
、
社

会
基
盤
整
備
で
す
が
、
ベ
テ

ラ
ン
の
技
術
者
・
技
能
者
の

大
量
退
職
期
に
直
面
し
、
新

規
入
職
者
の
確
保
と
併
せ

て
、
入
職
済
の
若
年
者
へ
の

技
術
・
技
能
の
承
継
が
喫
緊

の
課
題
で
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
克
服
は
、
業
界
の
構
造
改

革
と
同
義
で
あ
り
、
労
働
時

間
の
短
縮
、
雇
用
状
況
の
改

善
、
福
利
の
充
実
等
は
、
生

産
性
の
向
上
に
よ
る
利
益
確

保
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
留
ま
ら

ず
、
仕
事
の
や
り
方
を
変
え

る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

　

以
上
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
常
設
委
員
会
と
な
っ
た

み
ら
い
創
造
委
員
会
と
土

木
・
災
害
対
策
委
員
会
が
連

携
し
て
担
当
し
ま
す
。
尚
、

高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
担
当
し
て
い
た
労
務
委

員
会
は
廃
止
し
ま
し
た
。

　

技
術
・
技
能
の
承
継
に
つ

い
て
は
、
工
事
の
受
発
注
、

更
に
は
設
計
に
携
わ
る
若
年

者
が
共
通
し
て
、
現
場
離
れ

の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
発
注
者
と
の
技
術
支

援
を
通
じ
て
、
或
い
は
研
修

会
・
現
場
見
学
会
の
共
同
開

催
等
を
、
土
木
・
災
害
対
策

委
員
会
と
土
木
施
工
管
理
技

士
会
が
担
当
し
ま
す
。

・「
地
域
危
機
管
理
」即
ち
、

災
害
対
応
で
す
が
、
社
会
基

盤
を
管
理
す
る
行
政
と
の
連

携
を
ベ
ー
ス
と
す
る
活
動
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
基
盤
整
備

と
災
害
対
応
は
表
裏
一
体
と

の
認
識
に
立
っ
て
、
受
発
注

者
間
の
相
互
理
解
を
推
進

し
、
他
の
防
災
機
関
関
係
者

を
含
め
た
顔
の
見
え
る
関
係

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

三
建
が
災
害
応
急
対
策
業

務
の
覚
書
等
に
よ
り
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
単
位
の
建
設

業
団
体
の
機
能
向
上
は
、
即

ち
、
災
害
対
応
の
当
事
者
で

あ
る
市
町
の
災
害
対
応
力
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま

す
。

　

ま
た
、
近
年
は
「
生
命
」

を
守
る
活
動
に
加
え
て
「
暮

ら
し
」
を
支
え
る
活
動
に
対

す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
社
会
基
盤
の
被
害
軽
減

や
機
能
回
復
は
、
国
・
県
と

市
町
と
の
協
働
で
す
が
、
住

民
の
暮
ら
し
は
、
市
町
の
建

設
系
以
外
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と

の
協
働
と
な
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
緊
密
な
関
係
構
築
が
必

要
で
す
。
従
前
の
土
木
・
災

害
対
策
委
員
会
に
加
え
て
、

住
民
と
の
協
働
を
担
当
す
る

企
画
委
員
会
が
新
た
な
活
動

と
し
て
、
市
町
単
位
の
地
域

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
を
通
じ

た
顔
の
見
え
る
関
係
構
築
に

努
め
ま
す
。

・「
地
域
基
幹
」
即
ち
、
地

域
の
異
業
種
連
携
の
主
導
で

す
が
、
人
口
減
少
・
過
疎
高

齢
化
に
喘
ぐ
伊
豆
地
域
の
事

業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

自
ら
の
事
業
の
存
続
に
手

い
っ
ぱ
い
、
周
り
に
目
が
届

か
な
い
、
連
携
す
る
仲
間
も

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
後
継

者
は
、
何
れ
も
孤
軍
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
公
共
事
業

に
携
わ
る
建
設
企
業
は
、「
基

盤
整
備
と
災
害
対
応
」
に
発

注
者
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
発
災
後
72
時
間
で

何
が
で
き
る
か
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
個
々
の

企
業
対
応
で
は
な
く
、
建
設

業
団
体
と
し
て
一
体
と
な

り
、
発
注
者
と
如
何
に
連
携

す
る
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
り
ま
す
。
所
謂
、
事
業
活

動
を
通
じ
た
官
民
連
携
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
関
係
か
ら
、
地
域

の
課
題
克
服
、
地
域
振
興
に

向
け
た
活
動
に
お
い
て
は
、

建
設
業
者
が
主
導
す
る
構
図

と
な
り
、
建
設
業
が
地
域
基

幹
産
業
と
言
わ
れ
る
由
縁
で

す
。

・「
人
材
育
成
」
即
ち
、
地

域
の
将
来
を
支
え
る
若
年
者

教
育
で
す
が
、
県
交
通
基
盤

部
主
導
の
ド
ボ
ク
ラ
ブ
の
出

前
講
座
が
先
行
し
て
い
ま
す

が
、
三
建
の
み
ら
い
創
造
委

員
会
の
活
動
は
そ
れ
を
上
回

る
熱
意
と
発
想
を
ベ
ー
ス
と

し
た
活
動
で
す
。

　

地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若

者
が
、
こ
の
地
で
就
労
し
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
、
過
疎

高
齢
化
へ
の
特
効
薬
（
若
い

人
が
地
元
に
残
る
）
で
す
。

建
設
業
は
も
の
づ
く
り
を
掲

げ
、
こ
の
地
域
を
災
害
か
ら

守
る
技
術
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
訴
え
、
自
ら
の
進
路
選

択
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

土
屋
龍
太
郎

（
一
社
）三
島
建
設
業
協
会
副
会
長

続
・
地
場
建
設
業（
建
設
業
協
会
）の
役
割

消防機関・警察機関と連携した実践的な訓練

「C-DEST」のビブスを着用し訓練に臨む

インターンシップで建設業の役割を伝える






